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１．ＰＨＳ電話機簡単操作ガイド

１．応答 (1)局線公衆網からの直接の着信（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）
①呼出音が鳴ります。

②通話ﾎﾞﾀﾝを押して、お話しします。

(2)内線からの着信
①呼出音が鳴ります。

②通話ﾎﾞﾀﾝを押して、お話しします。

①呼出音が
鳴ります

②通話ﾎﾞﾀﾝ
を押して、
お話します。

２．保留 通話中に

①保留ﾎﾞﾀﾝを押します。

通話していた相手の方にメロディが入り

保留されます。

保留中より元の通話に戻る時

保留中に

②保留ﾎﾞﾀﾝを押します。
通話していた相手の方との通話に戻ります。

①保留ﾎﾞﾀﾝ
を押します。

②もう一度、保
留ﾎﾞﾀﾝを押し
て通話にます。

転送をする時

通話中に

①保留ﾎﾞﾀﾝを押します。

通話していた相手の方にメロディが入り保留されます。

「ﾂﾂ-ﾂﾂ-」という第２発信音が聞こえます。
②転送先の内線番号を押します。

「ﾄｩﾙﾙﾙ」と呼出音が鳴ります。

③転送先の方が出たら転送することを伝えます。

（転送先の方が不在の時は、もう一度保留ﾎﾞﾀﾝを押す

ことにより、再度相手の方との通話に戻ります。）

④切断ﾎﾞﾀﾝを押します。

転送に応答する時

① 「ﾄｩﾙﾙﾙ」と呼出音が鳴ります。

②通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

相手の方から転送の旨が伝えられます。

③そのまま待って、発信先とお話しします。

３．転送
①保留ﾎﾞﾀﾝ
を押します。

②転送先の
内線番号を
押します

③転送する旨
を相手に伝え、
切断します。

①呼出音が
鳴ります

②通話ﾎﾞﾀﾝを
押します。

③お話が終
わったら切断ﾎﾞ
ﾀﾝを押します。
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４．固定短縮ダイヤル登録
各電話機では設定できません。

各キャンパス共通固定短縮ダイヤル

月ヶ瀬 ： １１７０２

立科 ： １１７０３ 志木 ： １１７０４

幼稚舎 ： １１７０５

５．可変短縮ダイヤル登録及び発信

PHSごとに使える短縮番号です。登録数は２０件（00～19）です。
＜登録方法＞

１） 交換機に登録する時

①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②特番（１７）を押します。

③登録する番号（００～１９）を押します。

④相手の電話番号（又は内線番号）を押します。（外線への発信の時は、「０」を付ける。）
例 ０－０３－３○○○－××××

＜掛け方＞

①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。
「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②特番（１８）を押します。

③該当する短縮番号（００～１９）を押します。

④相手が出たらお話しします。

⑤お話が終了したら切断ﾎﾞﾀﾝを押します。

＜義塾の構内から交換機を経由して外線へ発信する場合に使用＞

６．中継台（交換台）への呼出
①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②（９）を押します。

③交換手様に発信を依頼します。

④相手の方が出たらお話しします。

①通話ﾎﾞﾀﾝ
を押します。②ダイヤル

（９）を押します。

交換手から着信後、その通話を切らずに交換手を呼び返す場合には保留ﾎﾞﾀﾝ
を押して（９）を押します。
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７．再呼（リダイヤル） 最後にかけた相手を呼び出すことがでます。

①再呼ﾎﾞﾀﾝを押します。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

③相手が出たらお話しします。

②通話ﾎﾞﾀﾝ
を押します。

①再呼ﾎﾞﾀﾝを
押します。

＜内線発信＞

①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。
「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②相手の方の内線番号を押します。

③相手の方が出たらお話しします。

８．発信

①通話ﾎﾞﾀﾝを
押します。

②相手のかたの
番号を押します。

③お話が終
わったら切断ﾎﾞ
ﾀﾝを押します。

（自動的に一番安い回線を選択します。）

＜外線発信＞

①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②（０）を押します。
「ﾂｰ」という発信音が聞こえます。

③相手の方の電話番号を押します。

④相手の方が出たらお話しします。

＜国際発信＞
①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。
「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②（１０）＋（０１０）を押します。
③国番号と相手の方の電話番号を押します。

④相手の方が出たらお話しします。

＜発信番号の通知、非通知が選択できます＞
通常は通知いたしますが非通知で通話したい時は
電話番号の前に（１８４）をつけてダイヤルして下さい。）
例：「03-xxxx-xxxx」へダイヤルする場合

0 184 「03‐xxx-xxxxとなります）
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９．他キャンパスへの発信

三田ｷｬﾝﾊﾟｽ：“２ＸＸＸＸ“（内線番号５桁） 日吉ｷｬﾝﾊﾟｽ：“３ＸＸＸＸ”（内線番号５桁）

矢上ｷｬﾝﾊﾟｽ：“４ＸＸＸＸ”（内線番号５桁） 藤沢ｷｬﾝﾊﾟｽ：“５ＸＸＸＸ”（内線番号５桁）

信濃町ｷｬﾝﾊﾟｽ：“６ＸＸＸＸ”（内線番号５桁）

１０．可変不在転送（内線） ＜登録＞

①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②登録特番（１３）を押します。

③転送先の内線番号を押します。

「ﾌﾟﾌﾟﾌﾟﾌﾟ」という確認音が聞こえます。

④切断ﾎﾞﾀﾝを押します。

＜解除＞

①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

「ﾂﾂｰﾂﾂｰ」という第２発信音が聞こえます。

②登録特番（１４）を押します。

③切断ﾎﾞﾀﾝを押します。

①通話ﾎﾞﾀﾝを
押します。

②登録特番
（１３）を押し
ます。

③転送先の
内線番号を
押します。

④切断ﾎﾞﾀﾝを
押します。

１１．公衆網をご利用の場合

構内から外に出たときには構内交換機での発信はできません。
公衆網での利用となり先頭の“０”が不要になります。
また、内線通話は出来なくなります。
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２．ＰＨＳ電話機音声メール機能説明

１．留守番セット

①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②留守番セット特番（１１２）を押します。

音声ｻｰﾋﾞｽﾕﾆｯﾄから「留守番を登録しました。現在の応答ﾒｯｾｰｼﾞは○○○用です。

留守番中の応答ﾒｯｾｰｼﾞはいかがいたしましょうか？」というｶﾞｲﾀﾞﾝｽが流れます。

＊）○○○は前回選択した応答メッセージが登録されます。（初期値は一次離席用の応答

ﾒｯｾｰｼﾞです。）

③該当する応答ﾒｯｾｰｼﾞ番号を押します。

音声ｻｰﾋﾞｽﾕﾆｯﾄが「応答ﾒｯｾｰｼﾞは×××用とします。いってらっしゃいませ」と応答します。

＊）何も押さずに切断ﾎﾞﾀﾝを押しても、前回選択した応答ﾒｯｾｰｼﾞで留守番登録されます。

④切断ﾎﾞﾀﾝを押します。

応答ﾒｯｾｰｼﾞ番号一覧

３１ アナウンス

２１ 第１個人用

２２ 第２個人用

＃ 変更なし

２．個人用応答ﾒｯｾｰｼﾞ録音
①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②留守番セット特番（１１２）を押します。

音声ｻｰﾋﾞｽﾕﾆｯﾄから「留守番を登録しました。現在の応答ﾒｯｾｰｼﾞは○○○用です。

留守番中の応答ﾒｯｾｰｼﾞはいかがいたしましょうか？」というｶﾞｲﾀﾞﾝｽが流れます。

＊）○○○は前回選択した応答メッセージが登録されます。（初期値は一次離席用の応答
ﾒｯｾｰｼﾞです。）

③該当する個人用応答ﾒｯｾｰｼﾞ録音指定番号（第１：５１、第２：５２）を押します。

音声ｻｰﾋﾞｽﾕﾆｯﾄから「ﾒｯｾｰｼﾞをお話下さい。お話が終わりましたら［＃］を２回入力するか
電話を切ってください」というｶﾞｲﾀﾞﾝｽが流れます。

④応答ﾒｯｾｰｼﾞを話します。（ﾒｯｾｰｼﾞは最長１２０秒録音されます。）

録音終了後、＃＃と押すか静かに切断ﾎﾞﾀﾝを押します。

＃＃を押した場合、続けてｶﾞｲﾀﾞﾝｽが流れます。「このﾒｯｾｰｼﾞを登録する時には［＃］、

録音をやり直す時は［３３］、録音内容を再生する時は［２２］を押してください。」

⑤ｶﾞｲﾀﾞﾝｽに従い、処理方法を選択します。

⑥切断ﾎﾞﾀﾝを押します。
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３．留守番解除

①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②留守番解除特番（１１３）を押します。

音声ｻｰﾋﾞｽﾕﾆｯﾄが「留守番を解除しました。新しいﾒｯｾｰｼﾞが○件届いています。新しいﾒｯｾｰｼﾞ

を再生します。」と応答し、未聴取ﾒｯｾｰｼﾞがある場合にはﾒｯｾｰｼﾞが再生され、再生終了後「以

上です。」という終了ﾒｯｾｰｼﾞが送出されます。

③切断ﾎﾞﾀﾝを押します。

４．未聴取メール再生

①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②音声メールアクセス特番（１１１）を押します。

「はい、音声サービスです。新しいメッセージが○通届いています。新しいメッセージを再生しま

す。」と流れ、まだ聞いていないメッセージを聞くことができます。

③切断ﾎﾞﾀﾝを押します。

５．保存メール再生

①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②音声メールアクセス特番（１１１）を押します。

「はい、音声ｻｰﾋﾞｽです。保存ﾒｯｾｰｼﾞが○通あります。ｻｰﾋﾞｽを指定して下さい」というｶﾞｲﾀﾞﾝｽが

流れます。

・ “２３”を押すと１度聞いたメッセージの再生ができます。

メッセージ再生中に以下の操作が可能です。

・ “＃＃” そのメッセージを消去

・ “２ ２” そのメッセージをもう一度先頭から再生

・ “４ ４” そのメッセージを保存

③切断ﾎﾞﾀﾝを押します。
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６．リモート留守番セット

①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②リモート留守番セット特番（１１５）を押します。

音声ｻｰﾋﾞｽﾕﾆｯﾄから「登録番号と［＃］を押してください。」というｶﾞｲﾀﾞﾝｽが流れます。

③自分の登録番号（内線番号）と＃を押します。

音声ｻｰﾋﾞｽﾕﾆｯﾄから「留守番を登録しました。現在の応答ﾒｯｾｰｼﾞは○○○用です。

留守番中の応答ﾒｯｾｰｼﾞはいかがいたしましょうか？」というｶﾞｲﾀﾞﾝｽが流れます。

＊）○○○は前回選択した応答メッセージが登録されます。（初期値は一次離席用の応答

ﾒｯｾｰｼﾞです。）

④該当する応答ﾒｯｾｰｼﾞ番号を押します。

音声ｻｰﾋﾞｽﾕﾆｯﾄが「応答ﾒｯｾｰｼﾞは×××用とします。いってらっしゃいませ」と応答します。

＊）何も押さずに切断ﾎﾞﾀﾝを押しても、前回選択した応答ﾒｯｾｰｼﾞで留守番登録されます。

＊）ﾒｯｾｰｼﾞ一覧はｐ７参照

④切断ﾎﾞﾀﾝを押します。

７．リモート留守番解除

①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②リモート留守番解除特番（１１６）を押します。

音声ｻｰﾋﾞｽﾕﾆｯﾄから「登録番号と［＃］を押してください。」というｶﾞｲﾀﾞﾝｽが流れます。

③自分の登録番号（内線番号）と＃を押します。

未聴取ﾒｯｾｰｼﾞがある場合、音声ｻｰﾋﾞｽﾕﾆｯﾄが「留守番を解除しました。新しいﾒｯｾｰｼﾞが○通届

いています。新しいﾒｯｾｰｼﾞを再生します。」と応答し、未聴取ﾒｯｾｰｼﾞを再生します。

一方、ﾒｯｾｰｼﾞが届いていない時は、「留守番を解除しました。留守番ﾒｯｾｰｼﾞはありませんでし

た。」と応答し、ｻｰﾋﾞｽを終了します。

③切断ﾎﾞﾀﾝを押します。
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８．リモート未聴取メール再生

①通話ﾎﾞﾀﾝを押します。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②リモート音声メールアクセス特番（１１４）を押します。

音声ｻｰﾋﾞｽﾕﾆｯﾄから「登録番号と［＃］を押してください。」というｶﾞｲﾀﾞﾝｽが流れます。

③自分の登録番号（内線番号）と＃を押します。

「はい、音声ｻｰﾋﾞｽです。保存ﾒｯｾｰｼﾞが○通あります。ｻｰﾋﾞｽを指定して下さい」というｶﾞｲﾀﾞﾝｽが

流れます。

・ “２３”を押すと１度聞いたメッセージの再生ができます。

メッセージ再生中に以下の操作が可能です。

・ “＃＃” そのメッセージを消去

・ “２ ２” そのメッセージをもう一度先頭から再生

・ “４ ４” そのメッセージを保存

④切断ﾎﾞﾀﾝを押します。

９．外線からのメール聴取（外出先等の電話）

①受話器を上げます。

「ﾂｰ」という発信音が聞こえます。

②外線の「０４６６－４９ー３５９９」をダイヤルします。

音声ｻｰﾋﾞｽﾕﾆｯﾄから「はい、音声ｻｰﾋﾞｽです。登録番号と［＃］を押してください。」というｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

が流れます。

③自分の登録番号（内線番号）と＃を押します。（PB信号で入力します。）

例えば、内線番号５００００の日とは「５００００＃」と押します。（この時、未聴取ﾒｯｾｰｼﾞがあれば自

動的に再生されます。）

「ｻｰﾋﾞｽを指定して下さい」というｶﾞｲﾀﾞﾝｽが流れます。

④利用したいｻｰﾋﾞｽ指定の番号（下記参照）を押します。

・ “２ １” 全メッセージの再生ができます。

・ “２ ２” 未聴取メッセージの再生ができます。

・ “２ ３” 保存メッセージの再生ができます。

・ “４ １” 留守番の設定ができます。

・ “４ ２” 留守番の解除ができます。

⑤受話器を掛け終了します。
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通話録音は通話中に自分のメールボックスに用件として残すことができ、他の方

のメールボックスにも残すことができます。

＊自分のメールボックスに残すとは、自分の内線で受けた場合のことをいいます。

＜自分のメールボックスに残す場合＞

通話中に通話録音ボタンを押すと、録音が開始され“＃＃”と押して録音は終了

します。

受話器を戻すと自分のメールボックスに残ります。

＜他の方あてにメッセージを残す場合＞

通話中に通話録音ボタンを押すと、録音が開始され“＃＃”と押して録音は終了

します。「他の方の内線番号」と“＃”を押して通話録音した内容を残すことができ

ます。

⑤自分のメールボックスにあるメールを他の人へ転送（回送）
転送したいメッセージを再生中に“９２”と押します。
「他の方の内線番号」と“＃”を押します。
宛先がこれで終わりの時は、再度“＃”を押します。

注：メール録音可能時間は１件につき２分程度です。また、メールセンターに録音され
たメッセージの古い順に削除されます。

１０．通話録音

１１．音声メール留意事項

①未聴取ﾒｯｾｰｼﾞの保存期間は15日間です。

②保存ﾒｯｾｰｼﾞの保存期間は15日間です。

③一件あたりのﾒｯｾｰｼﾞの録音時間は１２０秒です。
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３．ＰＨＳ電話機イメージ図

①ｱﾝﾃﾅ

②着信・充電
ﾗﾝﾌﾟ

③受話口

④液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

⑤ｶｰｿﾙﾎﾞﾀﾝ
再ﾀﾞｲﾔﾙ
機能ﾎﾞﾀﾝ
電話帳ﾎﾞﾀﾝ

⑪ｱﾝﾃﾅｻｰﾁ・
保留・ｸﾘｱﾎﾞﾀﾝ⑥ﾏﾅｰ・文字ﾎﾞﾀﾝ

⑦通話・採用ﾎﾞﾀﾝ

⑫切断・電源ﾎﾞﾀﾝ

⑧ﾀﾞｲﾔﾙﾎﾞﾀﾝ

⑨＊（ｽﾀｰ）・変換ﾎﾞﾀﾝ

⑬＃（ｼｬｰﾌﾟ）・濁点・
半濁点ﾎﾞﾀﾝ

⑩ﾏｲｸ
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４．PHSでの音声ﾒｰﾙ機能説明

4．保存ﾒｰﾙ再生

①受話器を上げます。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②ﾒｰﾙｱｸｾｽ特番｢111｣を押します。

“｢23｣”を押すと1度聞いたﾒｯｾｰｼﾞ再生が可能。

ﾒｯｾｰｼﾞ再生中に以下の操作が可能です。

“# #” そのﾒｯｾｰｼﾞを消去

“2 2” そのﾒｯｾｰｼﾞをもう一度先頭から再生

“4 4” そのﾒｯｾｰｼﾞを保存

1．留守番ｾｯﾄ

①受話器を上げます。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②ｾｯﾄ特番｢112｣を押します。

「ﾌﾟﾌﾟﾌﾟﾌﾟ」という確認音が聞こえます。

③受話器を戻してｾｯﾄ完了となります。

3．ﾒｰﾙ再生

①受話器を上げます。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②ﾒｰﾙｱｸｾｽ特番｢111｣を押します。

「はい、音声ｻｰﾋﾞｽです。新しいﾒｯｾｰｼﾞが

1通届いています。新しいﾒｯｾｰｼﾞを再生

します。」

と音声ｶﾞｲﾀﾞﾝｽが流れ自動的に受信ﾒｯｾｰｼﾞ

を聞くことができます。

2．留守番解除

①受話器を上げます。

「ﾂｰﾂｰ」という内線発信音が聞こえます。

②解除特番｢113｣を押します。

「ﾌﾟﾌﾟﾌﾟﾌﾟ」という確認音が聞こえます。

③受話器を戻して解除完了となります。

通話録音は通話中に自分のﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽに用件として残すことができ、他の方のﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽにも

残すことができます。

＊自分のﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽに残すとは、自分の内線で受けた場合のことをいいます。

(1)自分のﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽに残す場合

①通話中に｢123｣ﾎﾞﾀﾝを押すと、録音が開始され“＃＃”と押して録音は終了します。

②受話器を戻すと自分のﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽに残ります。

(2)他の方あてにメッセージを残す場合

①通話中に｢123｣ﾎﾞﾀﾝを押すと、録音が開始され“＃＃”と押して録音は終了 します。

②「他の方の内線番号」と“＃”を押して通話録音した内容を残すことができます。

(3)自分のﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽにあるﾒｰﾙを他の人へ転送（回送）
①転送したいﾒｯｾｰｼﾞを再生中に｢92｣と押します。
②「他の方の内線番号」と“＃” を押します。
③宛先がこれで終わりの時は、再度“＃” を押します。

注：ﾒｰﾙ録音可能時間は1件につき2分程度です。また、ﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽに録音されたﾒｯｾｰｼﾞは
古い順に削除されます。

5．通話録音
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